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○基本計画とは・・・
設計の初期段階として基本的な方針を定める計画です。
以後、段階的に進めながら、職種別に分化していく設

計業務の基本となるものです。
【令和３年度委託業務 七丈設計株式会社】

➡ワークショップの開催

○基本設計とは・・・
計画建築物の全体概要を、意匠的・技術的・法規的に

はっきりと定める業務です。

○実施設計とは・・・
基本設計に基づいて、詳細の寸法や仕様、構造などを

定める業務です。
今後、工事を発注する際に必要となる設計書・設計図

などを作成することとなります。

3

1 校舎建設基本計画について

地質調査

基本設計
＋

実施設計

基本計画

R３年度

R４年度

工事
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新しい学び舎が目指す理念 ～たくましく しなやかな子どもたちのために～
★ 新たな時代を切り拓く子どもを育てる校舎
★ 誰一人取り残さないインクルーシブ教育を実現する校舎
★ 地域に開かれた、地域とともにある校舎
★ 安全・安心で快適な校舎
＆

☆ 静岡型小中一貫教育（R４年度スタート）を実現する校舎
＜「たて」のつながり、「よこ」のつながり＞

第2期静岡市教育振興計画
◆目指す子どもたちの姿

～たくましく しなやかな子どもたち～
本格的な人口減少社会の到来やグローバル化のさらなる発展な

ど、社会変化が激しい中でも、常に夢と希望を持ち、自らの未来
を切り拓く『たくましく しなやかな子どもたち』こそ、本市が
目指す世代を担う子どもたちの姿です。

2 新しい学び舎が目指す理念
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（１）開催の趣旨
新校舎建設の基本計画策定にあたり、参加者のみなさんの意見やアイデアを伺い、コンセ
プトや配置計画といった基本計画全般に活かすために、ワークショップを実施しました。

（２）開催内容
参加者 ：2４名（１７名～２４名）
開催期間：令和３年７月～10月
開催回 ：４回（6回開催予定から、新型コロナウイルス感染症対策に伴い４回に変更）

3 ワークショップの実施について

▲中学生ヒアリングの様子

▲ワークショップの様子

【テーマ】
第１回：オリエンテーション
第２回：どのような学校をつくっていきますか
第３回：地域と学校とのつながりの場について
（中止）→ 参加者アンケートの実施
第４回：子どもたちの声をきこう
（中止）→ 児童（4年生以上）・生徒へのアンケート

→ 中学生校内ワークショップ提案の報告
第５回：大まかな部屋の配置をしてみよう（ゾーニング）
第６回：「まとめ」と「コンセプトをつくろう」



6

（３）ワークショップではこんな意見をいただきました。

【テーマ】どのような学校をつくっていきますか

◆意見の一部を紹介
・ワクワクドキドキ笑顔あふれる学校
・子どもの参画による学校づくり
・子どもが自分たちで決めたことを自分たちで
実行できる
・小中一貫の成果のある教育
・自然、富士山あふれる明るい教室
・蒲原の子は蒲原で育てる
・おいしくて元気が出る給食
・活動的で体験活動がある
・異学年との交流
・本気の防災訓練をし、災害時にも頼りになる学校
・安心できる登下校
・基礎学習、基礎体力がしっかり身につく
・世界に一つだけの学校

3 ワークショップの実施について
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【テーマ】大まかな部屋の配置をしてみよう
（ゾーニング）

◆意見の一部を紹介
・どこからでも富士山がみえる校舎
・グラウンドを望めるバルコニーやテラス
・異学年交流の場（こども園も）
・歩車分離した、駐車場やバスロータリー
・地域交流スペース
・地域の人も利用できる食堂、図書館
・畑や菜園、動物飼育
・小学生ゾーン、中学生ゾーンを別棟で配置
・学生同士が交流できる中庭

3 ワークショップの実施について

【テーマ】コンセプトをつくろう
◆意見の一部を紹介
・地域と交流しやすい学校
・ワクワクドキドキみんなの学校
・地産地消のおいしい給食を富士山を見ながら
みんなで楽しく食べる
・地域交流を通して蒲原を好きになる
・子どもも大人もワクワクドキドキ
～おいしい給食があり、いろんな人との交流
がある子どもが大きく成長できる学校～

・明るい・楽しい・面白い・元気になる・行き
たくなる子ども主体の学舎
・安心・安全・安楽な学舎

【ワークショップ等による提案事項】

・地域交流スペースの設置
・蒲原地区の魅力や歴史について学べる場
・異学年交流を図るランチルームの設置
・グラウンドに面したテラスの設置
・富士山を望める校舎
・児童生徒同士の交流を促すラウンジや
ベンチ等の設置
・自習室やICT教室の設置
・屋上の有効利用
・中庭や畑、ビオトープの整備
・遊具の設置

3 ワークショップの実施について
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（４）ＷＳ案：この案は、各グループが作成したゾーニング案の特徴的な点を、
事務局で組み合わせたものです。（図中の、記号A～Eはグループ名です。）

3 ワークショップの実施について
3 ワークショップの実施について
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4 基本計画の概要について

（１）計画の目的

この計画は、清水区蒲原地区にある２つの小学校（蒲原西小
学校及び蒲原東小学校）と蒲原中学校の３校による施設一体型
小中一貫教育校の新設を求める地域の方々からの要望を踏まえ、
9学年すべての子どもたちが共に学ぶことのできる地域の特色
が活かされた新校舎を建設することを目的とします。

○基本的な施設計画の前提条件
・蒲原中学校敷地内に小中一貫校を建設する。
・仮設校舎を極力使用せず、既存校舎を利用しながら
新校舎を整備する。
・スクールバスのロータリーを確保する。
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➁＜児童・生徒、教職員、地域住民との交流を推進する
学校＞

児童・生徒の積極的な異学年交流や小学校・中学校の教職員の円滑
な授業交流を促すとともに、だれひとり取り残さないインクルーシブ
教育に配慮した施設を目指します。また、社会とのつながりを大切に
し、蒲原の子は蒲原で育てる地域と一体となった学校づくりに向けて、
学校と地域との交流が図りやすい施設を目指します。
→特別支援教室、小中交流・地域交流スペース、学校図書館など

①＜児童・生徒が自ら学ぶ意欲を引き出す学校＞
国際的な視野を持ち、地域社会に貢献できるグローカルな人材とし
て、自らの未来を切り開く「たくましく しなやかな子どもたち」を育
むため、子どもたちが自らの意欲をもって学ぶ環境が充実した施設を
目指します。
→小中交流スペース（ICT室）、地域交流スペースなど

4 基本計画の概要について

（２）５つの整備コンセプト

▲ICTを活用した授業

▲地域のみなさんとの交流
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⑤＜長く使い続けられる柔軟性のある学校＞
教育内容の変化や子どもたちの多様なニーズに応じた学びの形

に対応する柔軟性、機能性の高い施設を目指します。また、児童・
生徒数の変動を見据えながら、耐久性を確保し、長く使い続けられ
る施設とします。
→多目的教室、多目的スペース、地域交流スペースなど

④＜環境や風土に配慮した学校＞
学校は地域の拠点であることを考え、校舎からは富士山が望め、

蒲原地域との調和を保ちつつ落ち着きのある外観とし、地域の気候
や温暖化が進む将来を考えた環境設備を整備し、修繕・修理・管理
に配慮した施設を目指します。
→地域交流スペース、テラスなど

③＜安全・安心ですべての人にやさしい学校＞
児童・生徒、教職員、地域住民等のすべての人が利用しやすい

よう、ユニバーサルデザインに配慮した心身共に健康な学校生活を
送ることができる施設を目指します。また、災害等の避難場所とし
ての運用も考慮した機能的な施設を目指します。
→エレベーター、多機能トイレなど

4 基本計画の概要について

▲多機能トイレ

▲広いグラウンドと富士山

▲異学年交流
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【新校舎計画面積】 ○延床面積 ：約7,700㎡（ピロティ部分を含む）
○階 数 ：地上3階建て
○構 造 ：鉄筋コンクリート造

特別教室B棟（S52）
普通教室棟（S30）

特別教室
A棟（S52）技術棟

（S52）

管理棟（S52）

プール（S63）
屋内運動場
（S6１）

給食棟
（S48）
（H2）

新校舎

4 基本計画の概要について

◆配置計画（案）の概要
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… ➁④

… ➁④

… ➁◆配置計画（案）の概要

4 基本計画の概要について
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◆配置計画（案）の概要

▲ 富士山やグラウンドが見渡せるテラス ▲ テラスを使ったイベント （参考：森下小学校）

▲ グラウンド越しに見る富士山

4 基本計画の概要について



15

◆平面計画（案）の概要

…… ①➁④⑤

…➁④

… ➁

… ⑤
… ⑤

… ②

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

▲ 可変可能な地域交流室（参考：廿日市市大野学園）
出典：文部科学省 「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（中間報告）」

▲ 玄関ピロティ
（参考：池袋本町小学校・池袋中学校）

▲ 横断的な学びに対応できる交流スペース

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

▲ ホールと一体の階段（参考：静岡サレジオ小学校）
出典：文部科学省 「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（中間報告）」

▲ 広い多目的スペース（参考：森下小学校）

▲ 吹抜けのある多目的スペース

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

… ④
… ④

… ②⑤

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

▲ 普通教室（参考：静岡サレジオ小学校）

▲ 多様な学習活動を展開できる学習空間 ▶
（参考：葵小学校）

出典：文部科学省 「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（中間報告）」

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

▲ 読書・学習・情報のセンターとなる図書館
（参考：池袋本町小学校・池袋中学校）

▲ 多様な学習活動を展開できる学習空間

▲（参考：三条市立嵐南小学校・第一中学校）

イラスト出典：文部科学省 「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（中間報告）」

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要

……➁⑤
… ③④

4 基本計画の概要について
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◆平面計画（案）の概要 ……➁⑤
… ③④

▲ 多目的に活用できる交流スペース
（参考：森下小学校） ▲ ＩＣＴ機能の活用（参考：清水両河内中学校）

4 基本計画の概要について

▲ 廊下ベンチ（参考：三条市立嵐南小学校・第一中学校）
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◆普通教室の検討（35人学級）
・新JIS規格（65cm×45cm）の机が5×7列に配置できるスペース
→標準教室の面積は68㎡
（詳細寸法は、基本設計段階で合理的なスパンや柱寸法等により決定）

出典：文部科学省「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（中間報告）」

4 基本計画の概要について

8,500

8,000

蒲原中学校
既存普通教室
7.0ｍ×9.0ｍ＝63㎡

新校舎 普通教室標準
8.0ｍ×8.5ｍ＝68㎡
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５ 工事スケジュールについて

令和3年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

当初計画
事業
スケジュール

事業
スケジュール

基本計画 基本実施設計 新校舎建設工事 解体工事

4
月
開
校

基本計画 基本実施設計

新校舎建設工事

教室棟
解体工事

4
月
開
校

管理棟
解体工事

※最短のスケジュール

電気室・職員室など、既存機能の移設作業

管理棟
移設工事

7000㎡規模の設計業務は法定手続きを含め、14か月が必要
働き方改革に伴う週休二日制導入

非飛散性アスベストの含有対策

働き方改革に伴う週休二日制導入



25

6 今後の予定について

年度 事業内容

令和４年度 ・基本計画パブリックコメントの実施
・基本設計・実施設計業務委託発注及び着手
・既存管理棟解体工事に向けた準備作業の実施

令和５年度 ・基本設計・実施設計業務委託完了
・既存管理棟解体工事に向けた準備作業の実施
・既存管理棟解体工事発注及び着手

令和６年度 ・管理棟解体工事完了
・新校舎建設工事発注及び着手（議会承認）

令和７年度 ・新校舎建設工事完成
・既存教室棟解体工事発注及び着手

令和８年度 4月 ・開校予定
・既存教室棟解体工事完成
・外構工事完成
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７ 基本計画パブリックコメントの実施について

ご清聴ありがとうございました。

この基本計画について、市民のみなさんからご意見を募集します。（パブリックコメント）
募集期間は、令和４年３月２５日（金）～令和４年4月２５日（月）です。
よろしくお願いします。


